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【はじめに】 

私は、2回目の受験で 2次試験を突破することが出来ました。MMC で勉強していなかったら、合

格出来ていなかったと思います。独学で合格出来れば、スマートで経済的ですが、私のように先

行投資してでも、短期合格したいと考える人には、MMC をお勧めします。 

 プロの指導を受け、合格への道筋を示してもらうことで精神的にも追い詰められる事無く、

淡々と勉強し合格出来ました。 

  

【受験歴】 

2014年 1次 4 科目合格 

2015年 1次合格 2次不合格 BAAC マスターコース受講（通学） 

2016年 2次合格           直前対策講座受講 

  

【1次試験対策】 

私は短期合格したかったので大手予備校の講座を取りました。テキストと過去問を 3回程度繰り

返すことで、7科目で計 420 点取れる力が付くと思います。1次は、独学でも合格出来ると思い

ます。私は、勉強を開始したのが遅かったので、科目合格を狙い 2年かけて 1 次を突破しました。 

  

【2次試験対策】 

結論をいうと、①過去問、②財務の問題集、③答練、以上 3点の復習を繰り返すだけで、合格水

準に到達出来ます。市販の問題集等が多数ありますが、必要ありません。 

キーワードや言い回し等は、暗記カードに書いて覚えましたが、困った時に使う補助的なツール

です。2次試験本番で Aを取るには、与件文から言葉を拾い、質問にストレートに答える答案を

書くことが大切だと思います。 

ちなみに、私は、マスターコース通学で 1 月から 2次試験対策を開始しました。2 次試験は 10

月なので、10か月前から勉強を開始することで、余裕をもって対策が出来ます。私は、2次試験

のことを何もしらないまま、MMCに入ったので、最初はチンプンカンプンでした。最初に書いた

答案は、クラスでビリから 2 番目で愕然としましたが、合格までの距離感を 1月時点で掴めたこ

とが収穫でした。 

  

【2次試験 1回目】 

1 回目は、不合格で BAAC で、得点開示によると事例３終了時点では、平均 60点を超えていまし

た。事例４が Cだったのは計算間違いを連発した自分の責任です。事例１～３の BAAは、MMCで

勉強した成果であり、自分の予想と一致していました。私は、事例４で計算間違いをしなければ、

必ず合格出来ると思えるようになりました。 



 

【2次試験 2回目】 

とにかく事例４で計算間違いをしないために、毎日 1問解くことを日課にしました。MMCは、直

前対策講座から受講し、ペースメーカーとしつつ、過去問や財務の問題集の復習を繰り返しまし

た。2 次試験本番は、事例３終了時点で平均 60点は取れていると思ったので、事例４では無理

をせず、60点を確実に確保する戦略を取りました。実際、最後まで解かず、見直し等に時間を

費やした結果、解いた箇所は、予備校の模範解答と一致しており、一安心しました。計算間違い

で不合格になった昨年から、修正することが出来て達成感がありました。 

  

【最後に】 

親切丁寧な答案添削、解答解説をしてくださった先生方に感謝申し上げます。マスターコース、

直前対策、スパーリング、口述対策と最初から最後まで大変お世話になりました。自信を持って

試験に臨み、結果が出せたのは MMC で勉強したおかげだと思っております。有難うございました。 
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